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【序論】	 混合原子価カルボン酸ルテニウム二核は，酢酸銅と似たパドルホイール型構造を取





















の錯体の元素分析の結果より，全て 2:1 の組成[{Ru2(O2CR)4}2M(CN)4]n (R = CH3, CH2CH3, 
C(CH3)3; M = NiII, PdII, PtII)であることが示された。赤外吸収スペクトルは，カルボキシラート配







分類で I 型の窒素吸着特性が見られた。[{Ru2(O2CCH2CH3)4}2Pd(CN)4]n にも空隙は存在するが，
カルボキシラートのアルキル基が空隙の方に伸び，その空隙の容積を小さくしたため，
[{Ru2(O2CCH3)4}2Pt(CN)4]n に比べて空隙の大きさは小さかった。[Ru2(O2CCH2CH2CH3)4Au(CN)4]n
ではカルボン酸ルテニウムニ核ユニットとシアニド金属酸が交互に配列し，テトラシアニド金
酸イオンのシス位に配位した一次元鎖状構造であることがわかった。 
 
 
